
　
六
月
五
日
～
六
日
に
か
け
て
、

国
土
交
通
省
九
州
整
備
局
と
福

岡
に
支
店
の
あ
る
ゼ
ネ
コ
ン
・

大
手
住
宅
企
業
十
五
社
に
対
し

て
、
九
州
地
方
建
設
協
議
会

（
九
地
協
）
の
仲
間
五
十
七
名

と
共
に
企
業
交
渉
（
懇
談
）
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
一
日
目
の
全
体
会
議
の
中
で
、

全
建
総
連
・
長
谷
部
賃
金
対
策

部
長
か
ら
「
今
年
の
交
渉
の
柱

と
し
て
は
、
昨
年
六
月
に
成
立

し
た
第
三
次
・
担
い
手
三
法
に

よ
っ
て
、
請
負
契
約
の
中
で
末

端
労
働
者
ま
で
賃
金
の
行
き
渡

り
が
行
わ
れ
る
よ
う
全
て
の
建

設
業
者
に
努
力
義
務
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
と
日

建
連
の
会
合
で
掲
げ
ら
れ
た
賃

上
げ
目
標
六
％
上
昇
に
つ
い
て

達
成
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
来
年

報
告
す
る
と
申
し
合
わ
せ
が
行

わ
れ
て
い
る
」
と
の
報
告
。
関

東
地
協
等
の
企
業
交
渉
の
情
勢

報
告
も
頂
き
つ
つ
、「
今
回
の

懇
談
で
は
、
ぜ
ひ
元
請
責

任
に
お
い
て
、
現
場
労
働

者
の
賃
金
が
上
昇
す
る
よ

う
先
ず
は
賃
金
調
査
を
実

施
し
て
い
た
だ
き
、
実
態

を
把
握
し
た
上
で
二
次
下

請
け
以
降
ま
で
指
導
を

行
っ
て
頂
く
よ
う
要
請
し

て
い
こ
う
」
と
激
励
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
班
に
分
か
れ
て

懇
談
に
向
け
た
事
務
連
絡
が
行

わ
れ
、
行
動
開
始
。
建
設
長
崎

は
、
佐
藤
委
員
長
を
団
長
に
四

班
を
担
当
し
て
、
積
水
ハ
ウ
ス

と
三
井
住
友
建
設
に
交
渉
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
の
交
渉
の
傾
向
と
し
て
、

賃
金
調
査
を
実
施
し
事
前
に
文

書
で
回
答
を
準
備
・
配
布
し
て

頂
く
企
業
も
数
社
あ
っ
て
依
然

よ
り
懇
談
時
間
が
長
く
取
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
六
月
か
ら
安
全

衛
生
法
の
改
正
が
あ
っ
た
熱
中

症
対
策
に
つ
い
て
は
、
各
社
と

も
年
々
猛
暑
・
酷
暑
日
が
増
加

す
る
中
で
、
熱
中
症
ウ
ォ
ッ
チ

（
カ
ナ
リ
ア
）
の
着
用
や
、
定

期
的
な
見
回
り
、
強
制
的
な
水

分
補
給
の
実
施
な
ど
熱
中
症
防

止
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と

の
回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
賃
金
調
査
に
つ
い

て
は
頑
な
に
理
解
を
示
さ
な
い

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
や
、
相
変
わ
ら

ず
一
次
下
請
け
以
降
は
踏
み
込

め
な
い
と
言
っ
た
回
答
も
数
社

あ
り
ま
し
た
。

　
二
日
間
の
懇
談
を
終
え
、
総

括
会
議
で
は
四
班
の
報
告
を
松

園
特
別
執
行
委
員
が
行
い
ま
し

た
。
最
後
に
、
長
谷
部
部
長
に

よ
る
総
括
が
あ
り
、
来
年
が
更

に
実
り
あ
る
懇
談
が
で
き
る
よ

う
団
結
頑
張
ろ
う
で
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
初
め
て
九
地
協
青

年
部
（
建
設
長
崎
青
年
部
二

名
）
か
ら
も
数
名
の
青
年
部
が

懇
談
に
参
加
し
、
現
場
の
「
生

の
声
」
を
届
け
る
こ
と
が
で
き

大
変
有
意
義
な
企
業
交
渉
と
な

り
ま
し
た
。

〇
参
加
者
（
順
不
同
）

佐
藤
委
員
長
、
若
杉
書
記
次
長
、

方
山
青
年
部
長
、
大
水
事
務
局

長
、
大
賀
執
行
委
員
、
松
園
特

別
執
行
委
員
、
竹
下
書
記
局

　
六
月
十
八
日
㈬
時
津
北
部
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、

本
部
青
年
部
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
の
大
会
は
、
全
体

七
十
七
名
の
参
加
で
議
長
に
は

浦
上
幹
事
《
平
戸
》
が
選
出
さ

れ
、
円
滑
な
進
行
に
努
め
て
頂

き
ま
し
た
。

　
方
山
青
年
部
長
《
中
央
大

浦
》、
佐
藤
執
行
委
員
長
の
挨

拶
の
後
、
本
部
役
員
、
本
部
青

年
部
ス
タ
ッ
フ
紹
介
を
経
て
、

方
山
部
長
か
ら
は
一
年
間
の
活

動
経
過
の
報
告
、
副
島
副
部
長

よ
り
新
年
度
活
動
方
針
（
案
）

の
提
案
が
な
さ
れ
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
尚
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
浦

上
総
支
部
か
ら
山
田
堅
未
さ
ん

《
浦
上
東
》
が
副
部
長
に
就
任

し
、
新
体
制
で

の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　
特
別
講
演
で

は
、
全
建
総
連　

組
織
部
長
・
竹

谷
英
幸
氏
を
お

招
き
し
、
青
年

部
を
も
っ
と
強

く
、
も
っ
と
大
き
な
組
織
へ

「
未
来
は
我
々
の
手
の
中
に
～

建
設
業
を
取
り
巻
く
情
勢
と
青

年
部
へ
の
期
待
～
」
と
題
し
情

熱
あ
ふ
れ
る
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
、「
な
ぜ
組
合

が
必
要
な
の
か
？
」「
建
設
業

界
の
現
状
認
識
・
組
織
拡
大
と

強
化
」
を
中
心
に
様
々
な
内
容

を
熱
く
時
に
は
笑
い
も
交
え
な

が
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
多
く
が
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
お
り
、
予
定
さ
れ
て
い

た
時
間
も
足
り
ず
、
あ
っ
と
い

う
間
に
講
演
の
終
了
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
支
部
へ
持

ち
帰
り
青
年
部
層
の
強
化
・
拡

大
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と

再
認
識
し
ま
し
た
。

　
講
演
後
は
、
方
山
青
年
部
長

の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、
今
年

の
青
年
部
大
会
は
終
了
し
ま
し

た
。

全建総連　竹谷組織部長

令和７年　本部青年部スタッフ一同

熱心に聞きいる青年部員の方々

九
地
協
企
業
交
渉
　
in‌‌‌

福岡

積水ハウスにて要望書を渡す佐藤委員長（右）

● 大手建設・住宅企業交渉 企業一覧 ●
【大手建設企業】

鹿島建設 大林組 清水建設 大成建設 竹中工務店
フジタ 戸田建設 三井住友建設

大豊建設　福田組　松井建設　多田建設
【地場建設企業】

西中洲樋口建設　上村建設
有澤建設　西鉄建設

【住宅企業】
積水ハウス　大東建託

住友林業
【官庁】

国土交通省九州整備局

　
日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂
に
て

「
建
設
国
保
の
育
成
・
強
化
、

物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
金
・
単

価
引
き
上
げ
で
仕
事
と
暮
ら
し

を
守
ろ
う
！
」
を
メ
イ
ン
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
予
算
要
求
中
央

総
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
雨
天
の
中
、
四
十
七
県

連
・
組
合
か
ら
二
、〇
五
七
人

の
仲
間
が
集
ま
り
、
建
設
長
崎

か
ら
佐
藤
委
員
長
他
二
名
で
参

加
し
ま
し
た
。

　
大
会
決
議
で
は
、「
①
物

価
・
資
材
高
騰
が
続
く
中
で
の

大
幅
な
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、

②
私
た
ち
建
設
業
で
働
く
者
の

命
の
綱
で
あ
る
建
設
国
保
へ
の

現
行
補
助
水
準
の
確
保
と
拡
充
、

③
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

見
直
し
・
緩
和
措
置
の
延
長
を

求
め
、
財
務
省
に
対
す
る

六
十
万
人
要
請
署
名
を
進
め
よ

う
」
等
の
決
議
案
が
、
集
ま
っ

た
仲
間
の
大
き
な
拍
手
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
政
党
か
ら
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
、
鈴
木
全
建

総
連
委
員
長
か
ら
要
請
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
酷
暑
が
続
く
中
体

調
を
考
慮
し
デ
モ
行
進
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
の
代

表
団
に
よ
る
厚
労
省
、
国
土
交

通
省
、
財
務
省
等
へ
の
要
請
行

動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

「日比谷公園　大音楽堂」

地
元
国
会
議
員
要
請

　
予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会

開
催
に
先
立
ち
、
地
元
選
出
の

国
会
議
員
に
対
し
て
の
要
請
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
建
設
業
従
事
者
の
厳
し
い
状

況
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
建
設

国
保
の
育
成
強
化
と
国
保
組
合

へ
の
国
庫
補
助
の
現
行
水
準
の

確
保
と
拡
充
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
見
直
し

等
に
つ
い
て
、

各
省
庁
へ
の

働
き
か
け
を

強
く
お
願
い

し
ま
し
た
。

要
請
先

【
衆
議
院
議
員
】

　
　
西
岡　
秀
子　
氏

　
　
加
藤　
竜
祥　
氏

　
　
山
田　
勝
彦　
氏

　
　
金
子　
容
三　
氏

【
参
議
院
議
員
】

　
　
古
賀
友
一
郎　
氏

　
　
山
本　
啓
介　
氏

左「佐藤委員長」右「山田衆議院議員」

未
来
は
我
々
の
手
の
中
に
、

青
年
部
へ
期
待
！

　

～
今
年
度
も
活
発
な
活
動
を
～

青年部大会

６
・
２
５
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、

�

予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
日比谷公園
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熱中症に注意‼
予防のためにこまめな水分、
塩分の補給を心がけ、休憩
も十分に取りましょう。

建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２５年（令和７年）７月１５日発行第 7２１ 号　（１９7４年５月３０日　第３種郵便物認可）�1



建設キャリアアップ
システム（CCUS）
技能者登録

推進助成金について

事
業
所
の
熱
中
症
対
策‌

義
務
化

　
～
事
業
者
は
現
場
で
の
健
康
管
理
が
法
的
責
任
に
～

R７年６月１日から、事業者は
熱中症対策について、以下の点が義務付けられました。
早期発見のための体制整備
重篤化を防止するための措置の実施手順の作成
関係作業者への周知

組合では、現場にいる誰でも、緊急連絡先や処置の手順などをす
ぐに確認できるよう、掲示用のポスターを作成しました。建設長
崎ホームページ（トピックス）より、ダウンロードできます。

建設長崎 HP

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

令
和
八
年
一
月
末 

で
助
成
が
終
了
し
ま
す

　建設キャリアアップシステムは
2019年４月より本格運用が開始さ
れています。
　建設長崎では、このシステムを活
用し、技能者登録の推進や、技能者
の処遇改善、中小零細事業者の仕事
確保をめざすため、技能者カードを
取得した組合員を対象に、助成金の
給付を行っています。
対 象 者　令和７年12月末までに
　　　　　　技能者カードを取得した組合員

申 請 期 間　令和８年１月31日まで

申 請 方 法　支部窓口で申請用紙を記入し
　　　　　　技能者カードの写しを添付

助 成 金　１人　2,000円

技能者登録料　①簡略型 2,500円
　　　　　　②詳細型 4,900円

作業主任者講習会のご案内
①足場の組立て等作業主任者講習会
地区 日　　　　　　程 会　　場 受　講　料

長崎
地区

令和 7年10月 4 日㈯～ 5日㈰
午前 ９時00分～午後 5時00分
（受付開始：午前 ８時30分より）

建設長崎本部
（長崎市城山町17-5８）

8,000円
（組合員には二千円の

助成あり）

【受験資格】満21歳以上で、足場作業に 3年以上従事した経験を有
する者

※�現在、足場作業の実務経験の要件は、『 3年以上』となっていま
すが、今後は『足場の組立等特別教育を受講後３年以上』に変
更されることが予想されます。特別教育を受講されていない方は、
早いうちに受講いただきますようお願いいたします。

②木造建築物の組立て等作業主任者講習会
地区 日　　　　　　程 会　　場 受　講　料

長崎
地区

令和 7年11月 ８ 日㈯～ ９日㈰
午前 ９時00分～午後 5時00分
（受付開始：午前 ８時30分より）

建設長崎本部
（長崎市城山町17-5８）

8,000円
（組合員には二千円の

助成あり）

【受験資格】�満21歳以上で、木造建築物の構造部材の組立て又はこ
れに伴う屋根もしくは外壁下地の取り付け作業に３年
以上従事した経験を有する者

【定　　員】�両講習とも20名（なお、受講者が10名未満の場合は中
止する場合があります）

【受付方法】支部にて随時受付。下記の必要書類をご提出下さい。
【必要書類】①受講申請書（実務経験欄の証明が必要）

②運転免許証など本人確認ができる証明書の写し
③受講料
（学院発行の作業主任者手帳を所持している場合は、
ご提出ください）
※証明写真は講習会当日に撮影します

※注　意� 個人事業主や一人親方層の実務経験の証明については、
自己証明の場合、第三者の証明が 2名分必要になりま
す。

【問い合わせ先】
長崎労働局登録教習機関
長崎県建設技術専門学院本部（TEL0９5-８61-９261）
登録No.025-1（足場）No.025-3（木建）－有効202９年11月－

建設長崎は、全国国民年金基金と「加入希望者紹介契約」を締結しています。
【国民年金基金制度とは】
　自営業者などの国民年金加入者が、一定の掛金を国民年金に上乗せして加入し、
より充実した年金を受け取る積立方式の年金です。

【加入できる人】
・国民年金の第１号被保険者で保険料を納めている方（20 ～ 59歳）
　※ただし、免除申請の人や農業者年金の人など一部を除く
・国民年金に任意加入している方（加入期間が40年未満か海外在住の方）

【特徴】
・掛金は全額「社会保険料控除」、受け取る年金は「公的年金等控除」の対象です。

（所得税・住民税を軽減できます）
・基本は終身年金で受け取る年金額は生涯変動せず、万が一の時は、ご遺族に一時
金が支払われます。（Ｂ型を除く）。
・掛金は一時停止や増減もでき、無理なく続けられます。
まずは資料請求！
● 国民年金基金のご加入・ご検討をお考えの方は、各支部窓口に置いてある「資料

請求用紙」をご記入の上、FAX（095-862-5281）をお送りください。

国民年基金に加入して
　　充実した年金受け取りを！
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「
新
燃
岳
の
噴
火
が
ニ
ュ
ー

ス
に
な
っ
と
る
と
け
ど
、
旅
行

は
大
丈
夫
と
か
な
？
」。

　

西
彼
支
部
一
行
の
『
来
鹿
』

を
歓
迎
す
る
か
の
如
く
吹
き
上

げ
た
新
燃
岳
に
、
土
地
勘
の
無

い
長
崎
県
人
は
若
干
の
不
安
を

抱
き
つ
つ
、
支
部
旅
行
は
幕
を

開
け
ま
し
た
。

　
今
回
訪
れ
る
の
は
鹿
児
島
県

の
南
端
、
指
宿
。
時
津
町
か
ら

四
〇
〇
㎞
ほ
ど
の
バ
ス
の
旅
で

す
。
こ
れ
で
も
か
と
い
わ
ん
ば

か
り
の
酒
類
を
積
み
込
み
、
砂

蒸
し
風
呂
目
指
し
て
ひ
た
走
り

ま
す
。

　
実
は
皆
さ
ん
が
怖
が
っ
て
い

た
新
燃
岳
は
霧
島
市
に
あ
り
、

指
宿
か
ら
は
一
〇
〇
㎞
程
離
れ

て
い
る
の
で
、
大
し
た
影
響
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
逆
に
鹿

児
島
市
内
に
入
り
車
窓
か
ら
見

え
た
噴
煙
を
上
げ
る
山
並
み
に

は
感
動
の
声
が
あ
が
る
ほ
ど
。

不
安
な
ん
て
ど
こ
吹
く
風
の
ご

様
子
。

　
早
い
方
で
朝
六
時
三
十
分
に

は
バ
ス
に
乗
り
込
ま
れ
、
九
時

前
に
は
岩
崎
支
部
長
の
乾
杯
の

ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

十
七
時
過
ぎ
の
ホ
テ
ル
到
着
ま

で
の
約
八
時
間
、
観
光
も
そ
こ

そ
こ
に
、
目
一
杯
お
酒
を
楽
し

ま
れ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
空

き
缶
・
空
き
瓶
の
量
。

　
途
中
立
ち
寄
っ
た
維
新
ふ
る

さ
と
館
で
は
、
鹿
児
島
と
い
え

ば
の
西
郷
隆
盛
さ
ん
や
幕
末
の

ロ
マ
ン
に
触
れ
、
ア
リ
ヨ
シ
屋

久
杉
工
場
で
は
、
一
億
円
の
屋

久
杉
に
物
理
的
に
触
れ
、
決
し

て
お
酒
だ
け
楽
し
ん
だ
わ
け
で

西
彼
支
部

旅
行
会

～
指
宿
満
喫
四
〇
〇
㎞
の
バ
ス
の
旅
～

大
村
支
部

プ
ラ
チ
ナ
友
の
会

　
平
戸
官
公
需
業
者
会
で
は
、

六
月
十
五
日
・
十
六
日
の
二
日

間
で
第
四
十
六
回
定
期
総
会
を

開
催
。
今
回
は
熊
本
ま
で
足
を

運
び
ま
し
た
。

　
朝
八
時
に
支
部
事
務
所
を
出

発
し
、
原
田
会
長
の
挨
拶
か
ら

始
ま
り
今
年
度
よ
り
ホ
テ
ル
に

着
い
て
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
し
た

い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
バ
ス

の
中
で
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
を
終
え
る
と
、
待
っ
て

い
ま
し
た
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

宴
会
が
ス
タ
ー
ト
。
各
々
ビ
ー

ル
・
お
酒
を
あ
け
て
目
的
地
ま

で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
初
の
目
的
地
、
阿
蘇
猿
回

し
劇
場
で
は
笑
い
あ
り
驚
き
あ

り
の
四
十
分
間
。
次
に
熊
本
地

震
震
災
復
興
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に

到
着
。
熊
本
地
震
の
甚
大
な
被

害
を
目
の
当
た
り
に
し
、
案
内

係
の
方
の
話
を
聞
き
な
が
ら
各

展
示
物
を
見
学
。
自
分
達
が
住

ん
で
い
る
地
域
で
も
起
こ
る
可

能
性
は
あ
る
と
認
識
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
到
着
後
は
、
宴
会
の

時
間
ま
で
温
泉
に
入
る
人
、
街

を
散
策
す
る
人
、
各
々
自
由
な

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
皆
様
お
楽
し
み
の
懇

親
会
へ
と
移
り
、
地
元
の
食
事

や
お
酒
を
堪
能
し
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
熊
本
城
へ
。
観

光
客
は
い
る
も
の
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
な
の
か
平
日
な
の
も

相
ま
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
外
国
か

ら
の
旅
行
者
し
か
お
ら
ず
集
合

写
真
を
撮
る
の
も
四
苦
八
苦
で

し
た
。
見
学
中
に
は
、
少
し
雨

に
降
ら
れ
た
も
の
の
ゆ
っ
く
り

観
光
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
今

回
の
旅
の
思
い
出
を
語
り
早
速

次
回
の
総
会
開
催
地
を
思
案
し

て
い
る
方
も
い
る
中
、
高
速
道

路
の
Ｓ
Ａ
で
お
土
産
を
購
入
し

帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

平
戸
支
部

業
者
会
総
会

～
笑
い
と
学
び
の
総
会
旅
in
熊
本
～

～
過
去
最
多
！
三
十
七
名
が
集
っ
た
交
流
会
～

は
な
い
こ
と
も
こ
こ
に
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
に
着
く
と
、
早
速
砂

蒸
し
風
呂
に
走
る
方
も
。
夕
食

の
宴
会
に
は
デ
ト
ッ
ク
ス
が
済

み
す
っ
き
り
顔
の
方
と
、
対
照

的
に
赤
ら
顔
の
方
。
カ
ラ
オ
ケ

大
会
も
大
い
に
弾
み
ま
し
た
。

　
翌
日
は
朝
か
ら
も
り
も
り
と

朝
食
を
平
ら
げ
、
バ
ス
二
台
が

揃
っ
て
出
発
。
道
の
駅
い
ぶ
す

き
で
お
く
ら
ソ
フ
ト
に
舌
鼓
し

つ
つ
ど
っ
さ
り
お
土
産
を
購
入
。

次
の
知
覧
の
武
家
屋
敷
、
続
く

知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
知
覧
茶

を
中
心
に
ま
た
も
や
ど
っ
さ
り

購
入
。
高
速
の
Ｓ
Ａ
で
も
…
。

　
帰
路
も
カ
ラ
オ
ケ
や
ビ
ン
ゴ
、

ガ
イ
ド
さ
ん
の
軽
妙
な
ト
ー
ク

で
、
長
時
間
の
バ
ス
移
動
も
最

後
ま
で
楽
し
く
乗
り
切
り
ま
し

た
。

　
異
例
な
早
さ
の
梅
雨
明
け
に
、

気
温
の
心
配
も
あ
り
つ
つ
、
総

勢
七
十
二
人
の
参
加
者
が
全
員

揃
っ
て
、
一
人
も
欠
け
る
こ
と

な
く
無
事
に
帰
宅
し
ま
し
た
。

　
大
人
か
ら
幼
児
ま
で
、
幅
広

い
年
齢
層
の
方
が
、
岩
崎
支
部

長
は
じ
め
皆
様
の
声
掛
け
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
令
和
七
年
六
月
二
十
六
日
㈯

「
味
ご
よ
み 

な
が
せ
」
に
て
プ

ラ
チ
ナ
友
の
会　
茶
話
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
主
婦

会
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
！
」
と
プ

ラ
チ
ナ
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の

温
か
い
お
声
掛
け
に
よ
り
、
主

婦
会
よ
り
九
名
の
参
加
も
加
わ

り
、
総
勢
三
十
七
名
の
過
去
最

多
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
一
瀬
支
部

長
、
佐
藤
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
続
い

て
中
尾
副
委
員
長
の
乾
杯
の
ご

発
声
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
約
一
年
ぶ
り
の
開
催
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
再
会
を
喜
び
合

う
声
が
あ
ふ
れ
、
各
テ
ー
ブ
ル

で
は
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

途
中
か
ら
は
自
然
と
席
替
え
も

行
わ
れ
、
初
参
加
の
方
々
も
交

え
て
の
交
流
が
よ
り
一
層
深
ま

り
ま
し
た
。
終
始
に
ぎ
や
か
な

雰
囲
気
の
中
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

笑
顔
が
見
ら
れ
、
参
加
者
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
心
温
ま
る
時
間

と
な
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　
楽
し
い
ひ
と
と
き
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
、
最
後
は
金
水

副
支
部
長
の
一
丁
締
め
に
て
プ

ラ
チ
ナ
友
の
会　
茶
話
会
は
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。
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所
得
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

厚
生
労
働
省
、
国
保
組
合
の
所
得
調
査
を
実
施

�

『
組
合
員
二
千
世
帯
』
が
対
象

　
今
年
度
は
、
厚
生
労
働
省
に

よ
り
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る

全
国
の
国
保
組
合
を
対
象
と
し

た
所
得
調
査
（
市
町
村
民
税
の

課
税
標
準
額
調
査
）
が
実
施
さ

れ
る
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
保
組
合
に

加
入
す
る
組
合
員
世
帯
の
被
保

険
者
全
員
の
所
得
額
（
市
町
村

民
税
が
課
税
さ
れ
る
基
礎
額
）

を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全

国
平
均
及
び
各
国
保
組
合
の
調

査
結
果
等
を
勘
案
し
、
ど
の
程

度
の
所
得
層
の
被
保
険
者
が
加

入
し
て
い
る
か
否
か
で
国
保
組

合
の
財
政
能
力
指
数
を
判
定
し
、

補
助
金
の
補
助
率
を
決
定
（
ラ

ン
ク
付
け
）
す
る
た
め
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
従
い
ま
し
て
、
こ
の
所
得
調

査
の
結
果
次
第
で
は
国
か
ら
の

補
助
金
の
補
助
率
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
現
行
補
助
率
が
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
と
、
財
政
運
営

に
も
大
き
く
影
響
す
る
極
め
て

重
要
な
調
査
で
す
。

　
調
査
対
象
は
、
各
都
道
府
県

が
政
令
で
定
め
た
抽
出
方
法
で

抽
出
し
た
組
合
員
世
帯
『
二
千

世
帯
』
が
対
象
と
な
り
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
利

用
し
た
情
報
連
携
（
行
政
機
関

と
医
療
保
険
者
と
の
相
互
利

用
）
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
組
合
員
世
帯
の
皆
様
に

は
こ
の
調
査
に
伴
う
お
手
続
き

は
不
要
と
な
り
ま
す
が
、
情
報

連
携
に
お
い
て
必
要
な
情
報
等

が
取
得
で
き
な
い
場
合
は
、
所

定
の
調
査
票
、
及
び
課
税
所
得

証
明
書
、
又
は
課
税
所
得
証
明

書
交
付
申
請
に
係
る
委
任
状
を

組
合
に
ご
提
出
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
。

　
調
査
対
象
と
な
り
ま
し
た
組

合
員
世
帯
の
皆
様
に
は
、
別
途

調
査
実
施
の
ご
案
内
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
の
で
、
ご

周
知
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
長
建
国
保
で
は
、
国
民
健
康

保
険
法
を
は
じ
め
関
係
法
令
等

に
基
づ
き
健
全
運
営
に
努
め
、

保
健
者
機
能
と
責
務
を
果
た
し

て
い
る
国
保
組
合
と
し
て
、
今

回
の
所
得
調
査
に
対
し
て
も
完

全
集
約
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
組
合
員
並
び
に

ご
家
族
の
皆
様
の
特
段
の
ご
理

解
並
び
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※規定料金は告知なく変更される場合がございます。正確な料金は各温泉施設までお問合せ下さい。
2025.7.1 現在

消費税
10％ 指定温泉名称 利用区分 温泉施設内

場所
平日料金

規定料金
割引料金

メンバーズカード
提示

補助券の額
（温泉券利用）

利用者負担
（自己負担）

所在地
電話番号休日料金

長
　
崎
　
・
　
西
　
彼
　
地
　
区

稲佐山温泉 
アマンディ 大人 830円 ▲30円 ▲300円 500円 長崎市曙町39-38 

095-862-5555

i＋Land nagasaki 
（旧）やすらぎ伊王島 大人

ホテル側

平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

長崎市伊王島町1丁目3277-7 
095-898-2202

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

しまかぜ

平日 800円 ▲100円 ▲300円 400円

休日 1,000円 ▲100円 ▲300円 600円

喜道庵 大人 1,000円 － ▲300円 700円 西彼杵郡長与町岡郷2762-1 
095-887-4126

道の尾温泉 大人 800円 － ▲300円 500円 西彼杵郡長与町高田郷284 
095-856-2631

ゆりの温泉 大人

発券機に「950円」、 
「650円」ボタンが 
あります。 
メンバーズカード 
の提示が必要です。

1,090円 ▲140円 － 950円
西彼杵郡長与町高田郷2289-2 

095-856-2617
1,090円 ▲140円 ▲300円 650円

県
　
央
　
地
　
区

サンスパ 
おおむら　ゆの華 大人 820円

▲120円 
【メンバーズカード 

有無に関わらず】
▲300円 400円 大村市森園町663-3 

0957-50-1126

青雲荘 大人 880円 － ▲300円 580円
雲仙市小浜町雲仙500-1 

0957-73-3273
小地獄温泉館 大人 500円 － ▲300円 200円

望洋荘

大人（高校生以上） 
［ 7 ：30 ～ 16：30］ 550円 － ▲300円 250円

雲仙市小浜町南本町10 
0957-74-3141

大人 
［16：30 ～ 21：30］ 330円 － ▲300円 30円

雲仙市にお住いの方のみ 
（保険証・運転免許証をご提示ください） 

大人（60歳以上）［7：30 ～ 21：30］
209円 差額は返金されません。 0円

いいもり月の丘 大人 520円 － ▲300円 220円 諫早市飯盛町平古場279番地 
0957-28-4141

県
　
北
　
地
　
区

国民宿舎　くじゃく荘 大人 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷272 
0956-82-2661

川棚大崎温泉 
しおさいの湯 大人 600円 － ▲300円 300円 東彼杵郡川棚町小串郷237 

0956-82-6868

ザ・パラダイス 
ガーデン サセボ（※ 1 ） 大人 900円 － ▲300円 600円 佐世保市崎岡町853-12 

0956-39-4800

ホテルローレライ 
ばってんの湯（※ 1 ） 大人 800円 ▲160円 ▲300円 340円 佐世保市南風崎町449 

0956-59-3939

はさみ温泉 
湯治楼

大人 平日 800円 － ▲300円 500円 東彼杵郡波佐見町長野郷
558-3 

0956-76-9008
大人 土・日・祝 850円 － ▲300円 550円

鹿町温泉　やすらぎ館 大人 660円 － ▲300円 360円
佐世保市鹿町町土肥ノ浦

169-2 
0956-66-2617

平戸たびら温泉 
サムソンホテル 大人 1,000円 － ▲300円 700円 平戸市田平町野田免210-6 

0950-57-1110

（※１）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表

【郵送】更新�「資格情報のお知らせ」又は「資格確認書」を７月下旬にお送りいたします。
ご自宅のポストをご確認ください！！

●郵送更新～普通郵便にて発送
　今年度は、被保険者証の更新に変わり、マイナ保険証の有無によって「資格
情報のお知らせ」又は「資格確認書」を郵送させていただきます。
○マイナ保険証をお持ちでない方……「資格確認書」
○マイナ保険証をお持ちの方…………「資格情報のお知らせ」
※「資格確認書等在中」と記載された黄色の封筒をご確認ください。

●「資格情報のお知らせ」・「資格確認書」の内容をご確認ください。
　「資格情報のお知らせ」は A4サイズの普通紙、「資格確認書」はカード型で、
色は【オレンジ色】になります。お受け取りになられた方は、内容等に不備が
ないかをご確認ください。
※旧保険証（ピンク色）の回収は行いません。ご自宅にて破棄をお願いいたし
ます。

●70歳以上の皆様について（高齢受給者証の交付）
　70歳から74歳の方には、「高齢受給者証」を交付しております。
～令和７年８月１日以降は～
○マイナ保険証をお持ちでない方……「高齢受給者証」の発行を行います。
○マイナ保険証をお持ちの方…………「高齢受給者証」の発行は行いません。
※ マイナ保険証に負担割合の情報が紐付けされています。お送りする「資格情

報のお知らせ」にも負担割合を示しています。

※�「資格確認書等在中」と記載された黄色の封筒に同封しておりま
すので、ご確認ください。

令和 7年度巡回健診
まだまだお申込みをお待ちしております！！

実施日 健診時間帯 健診会場（予定）
8 月24日㈰※1

9 ：30～13：00

平戸文化センター（会議室Ａ）
8 月31日㈰※1 島原市有明総合文化会館
9 月21日㈰ 相浦地区コミュニティセンター（佐世保）
9 月28日㈰ 広田地区コミュニティセンター（佐世保）
10月19日㈰ 高城会館（諫早）

令和 7年度巡回健診実施日程（予定）

【お申込みに関するお願い】
・ 巡回健診のお申込みは準備の都合上、実施日の 2週間前必着で組合へお申込みくだ

さい。
※１．準備の都合上、お申し込みの締切日が 8月 5日㈫となります。

○40歳未満の方も2,000円のご負担で受診可能です。
→実施日までに各所属支部の窓口にてお支払いいただくようお願いいたします。
　金銭授受による混雑を避けるため、ご協力をお願いいたします。
　なお、やむを得ない場合は、各所属支部にご連絡をお願いいたします。

マイナ保険証の利用時には、 
電子証明書の有効期限にご注意ください！
　マイナ保険証として利用するマイナンバーカードの有効期間は、発行日から１０回
目の誕生日（１8歳未満は ５ 回目）まで、また電子証明書の有効期間は、年齢を問わ
ず発行日から ５ 回目の誕生日までとなっています。
　なお、有効期限を迎える方は、有効期間の満了日までに更新の手続きが必要にな
ります。
　電子証明書の更新手続きをしないまま有効期限が過ぎますと、病院等を受診する
際、マイナ保険証の利用ができなくなりますのでご注意ください。

〇有効期限切れとなったらどうなるの
　①有効期限切れから ３ カ月以内
　　→　病院等を受診する際、マイナ保険証にて受診できます
　　　　※資格情報の提供のみで、診療情報・薬剤情報等の提供はできません。
　②有効期限切れから ３ カ月経過後
　　→　病院等を受診する際、マイナ保険証は利用できません。
〇電子証明書の有効期限を確認するには
　マイナンバーカードの券面に記載されています。記載がない場合は、マイナ
ポータルから確認できます。
〇更新するにはどうしたらいいの？
　有効期限の ２ ～ ３ 月前を目途に「有効期限通知書」が送付される際、更新に
係るパンフレットが同梱されますので、ご確認ください。（更新に係る手数料
は無料）

建 設 長 崎毎月１回１５日発行　　２０２５年（令和７年）７月１５日発行 （１９7４年５月３０日　第３種郵便物認可）　第 7２１ 号 �4
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